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2015年文系第 3問

3 座標平面において，中心が原点 Oで点 P(1; 0)を通る円 C1と，中心が点 Q(s; t)で点 Pを通る円 C2が

ある．ただし t > 0とする．C1と C2の Pではない交点を Rとし，C1の境界を含む内部と C2の境界を含む内部

の共通部分をDとする．

(1) 直線 PRの方程式は s(x¡ ア ) + ty = 0である．s = 0のとき，点 Rは tの値によらず同じ位置に

あって，その座標は ( イ ウ ; エ )である．
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(3) 点Qは s+t = 2を満たしながら動くとする．線分QRの長さが最小となるような点Rの座標は% チ
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である．


